































































価 (Evaluation) を加える，という IRE の連鎖が，教室内では頻繁に起こっているとする。
　本研究では，IRE の連鎖とトラブル・ソースの位置関係にも着目する。

















01　教師　　：A さん , 昨日何をしましたか .
02●学習者 A：昨日 : :, テレビを見ます .　
03⇒教師　　：昨日 : :, 見ました .



























01　T2：あの，え :と ,気持ちが悪い ,ていう気持ちが悪い ,は :,
02　T2：ちょっと ,え :と例えば :,何か ,古い食べ物を [食べました .
　　　　　　　　　　　　　　　（（T2 食べ物を手で食べる動作をする））
03　Ls：　　　　　　　　　　　　　　　  　　　    [ahhhh 
04　T2：（1.6　　　　　　　　　　　　　）.h hhhhあの ,気持ちが [悪い .の [イメージ . 
　　　　((T2 何か吐いて手で受け止める動作をする ))　　　　　　　　　　　　 
05　Ls：                 　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　 [ああ
06　L2：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　  　　　　　　    [おう：.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　((L2 T2にゆっくり３回頷く )) 




　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ((T2 左手でお腹を押さえる ))
11　L2：（0.5）きら↓いです .((「ら」と「れ」の間の音 ))
12→T2：きれい ,嫌 [い？
13　L1：                     [き [れいhhh
14　L5：                           [きらい？
15　L2：おなかがきれ [い（です）((「ら」と「れ」の間の音 ))
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16→T2：　　　　　　[おなか？
                                          ((T2 手でお腹を５度たたく ))
17　L2：おなかがすきです： 
18⇒T2：おなか [が [すきました : :¥おなかがすきましたahh¥.hh
                                                            （（T2 のけぞってから両手を前に差し出す））
19　L2：　　　 [そしてe.hおなか（　　）そして .hh
　　　　　　　　                    ((L2 T2に軽く頷く ))




　　　  ((T2 何か板書して消す ))
23　T2：.hhえ ,例え [ば ,
24　L2：                     [きらいでした。((「ら」と「れ」の間の音 ))
25　T2：え :と ,例えば ,え :と : : :,一時半です .でも ,昼ご飯を食べませんでした .いや ,ぐるぐる
26　ぐるぐるぐる：.おなかがすきま [した .
27　L2：                                                   [はい．
　◎                                                         （（L2 T2に強く頷く）） 
28　T2：で ,ああ ,ちょっと（．）気持ちが悪い . 
29　T2：＞はいはいはい .あん .あ ,そうですね ,そうですね .＜はーい .
　◎         ((L2 T2に2度頷く ))
30　T2：でたぶんL5さんのは : :，えっと : : :…
この後，「気分が悪い」の意味の説明に入って行く
　断片４の前は「〜の時，音楽を聞きます」のドリルの場面で，L5 の「気持ちが悪い時，音
楽を聞きます」という言い方は適切ではないと T2 は伝えようとしている。そのために，01 行
目から 07 行目で「気持ちが悪い」とはどんな意味なのかを説明しており，07 行目「気持ちが
悪い . は : い゜ .゜」で T2 はそれを終わらせている。L2 は，06 行目から，T2 にゆっくり 3 回頷く，
「おう：」と発話するなどして，理解していることを積極的に示している。
　L2 は 09 行目で，「おなかがからいです」と発話する。T2 が「気持ちが悪い」の意味を説明し，
L2 が理解を積極的に示した後，この位置での L2 の自発的な発話は，「気持ちが悪い」の自分










　11 行目 L2 は 0.5 秒，間を置いた後，「きら↓いです .((「ら」と「れ」の間の音 ))」と別の単語を
示すことで，自分の意味するところを示す努力を続ける。しかしそれには発音上も問題があり，
12 行目 T2 は「きれい , 嫌い？」のどちらなのか聞いている。この混乱は他の学習者にも共有
され，12 行目 T2 に重ねて，13 行目で L1 により「きれい hhh」と笑いを続けるように発話され，
「おなかがきれい」では意味が通じないことを示している。14 行目で L5 も「きらい？」と 12
行目 T2 に重ねて，同じように L2 の発話はどちらなのか聞いている。
　それに対して，15 行目 L2 は「おなかがきれい（です）((「ら」と「れ」の間の音 ))」を再び繰り
返すのみである。
　16 行目 T2 は，手でお腹を５度たたきながら，畳み掛けるように上昇音調で「おなか？」と
尋ねる。L2 が言おうとしていることは「おなか」なのかという，L2 の誤りが何であるのかを
探るための T2 のさらなる修復の開始である。
　17 行目で L2 は「おなかがすきです：」と発話し，「おなか」には問題がないこと，そして，
問題のある「きらい」ではない，対義語の「すきです」を発話することを同時にしている。こ
こで T2 は誤りのもとをみつけ，18 行目で「おなかがすきました : :」理解候補の提示を示す。
さらに，のけぞってから両手を前に差し出す行動を伴い「¥ おなかがすきました ahh¥.hh」と
大きな声で笑いながら繰り返して発話し，訂正を行っている。





　T2 は 28 行目「で , ああ , ちょっと（．）気持ちが悪い .」で，「おなかがすきました」が原因で「気
持ちが悪い」と，L2 の言おうとしていることを類推し，まとめている。T2 は 29 行目で「＞
はいはいはい . あん . あ , そうですね , そうですね . ＜はーい .」とこの一連の修復／訂正の流
れを早口に終わらせる。それに対して，L2 も最初の「はいはいはい .」にあわせて T2 に２度
頷くことでさらに理解を示しているようにみえる。
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　T2 が L2 の発話の意図を把握できなかったひとつの理由として，09 行目の L2 によるトラブ
ル・ソースが，前稿（山﨑他 2017）で示した，訂正の連鎖とは異なった位置にあることがあ




　09 行目の L2 によるトラブル・ソースに対して，意味を理解しようと T2 は 10，12，16 行と
修復開始を繰り返す。L2 も自分なりに 11，15，17 行と自己修復しようと試みている。つまり，
L2 は，09，11，15，17 行目と頭の中の思考過程を口に出し，単語探しを主に T2 とともにし
ているととれる。
　17 行目 L2「おなかがすきです」から 18 行目 T2「おなかがすきました」への流れはスムー




何であるかの認識ができ，訂正を行ったと言える。つまり，17 行目で L2 により「すき」が発
話されることによって，「好き」と「空く」のイ形容詞と動詞の混同があることに，T2 が思い
至ったことを示している。
　しかしながら，18 行目の T2 の訂正が正しいのか，L2 が理解しているのかどうかは，はっ
きりとは分からず，疑問が残る。T2 の訂正の後，24 行目で L2 の「きらいでした」の発話が
なされるのみで，L2 に訂正の発話を繰り返させることができていない。ただ，26 行目の T2
の訂正に重ねるように L2 が 27 行目で T2 に強く頷きながら「はい」と発話していること，29
行目でも L2 が T2 に２度もうなずいていることから，T2 の訂正が L2 に理解され，受け入れ
られているようにみえてはいる。だがもう一つの可能性として，これらは，L2 が発した「き
らいです」の説明として T2 の説明を受け入れているのではなく，単に「おなかがすきました」



















と，深入りしすぎない場所を見極めることも授業のテクニックと言える。T2 は 29 行目で一応











＜断片５ (Ut5450) ＞ RPG<初級クラス>
「暇な時，コンピュータ・ゲームをします。」という L3 の答えに L1 が親指を立てるジェスチャー
で賛同する。L3 はそれに軽く笑って視線で応える。T2が L1 の動作に気がついて
01　T2：e.hhhhhhh.あれ，皆さん ,ゲームをしますか .　　　　　
　　　　　　　　　　　　((T2が手を挙げて賛同者を募る 下げる ))
02　T2：コンピューターゲームをします か゜ . ゜
　　　　　　　　　　　　　　　           ((L1も手を挙げて賛同者を募る ))
03　Ls：はい
04　Ls：いい [え :.
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05　T2：         [e.hhhhh
06　L6：します .
07　T2：(.)ああ ,します?ああ，L6さんもします . [お : う．¥はいはい .¥
                    ((T2 L6に手を向けて　　　　　　   手を下ろす ))
　　　　　　                           （（L6 T2に頷く））
08　L6：      　　　　　　　　　　　　　　  　　 [ehehehhhhhh[hhhhhh  
09　Ls：        　　　　　　　　　　　　　　  　　                      [hhhhhhh 
10●L1：アーピージ？




13→T2：           [アーピージってなんなんですか .
　　　　          （（T2 L1に視線を向けて））
14　L1：R.P.G.
　 　       （（L1 T2に視線を向けて））
15　T2：R.P.G :.RP(G).ehhhhhえ :と ,ロール (.)プレーイング ,ゲーム .はい . .ehhhhh
　 　       （(T2天井に視線を向けて思い出すように　 L1を見た後，誰にも視線を合わせず前を見る ))　　　　　　
　 　       （（L1 L6に視線を向けて     　　T2に向けて　　　　　　　　　　　　L6に視線を戻す））
　 　       （（L6 T2に視線     T2に首横振   　　　　　　　　　　　　　　　　　一瞬L1に視線，下に向ける））
 この直後 L6「暇な時，映画を見ます」のドリルに移る。
　この場面では，L1 がコンピュータ・ゲームをすることに親指を立てるジェスチャーで強い
興味を示し，それを受けて，T2 が 01 行目で「e.hhhhhhh. あれ，皆さん , ゲームをしますか .」
と手を挙げながら質問している。02 行目で T2 が「コンピューターゲームをします か゜ . 」゜と
繰り返すと，L1 は教師の質問に反応し，賛同者を募るように手を挙げて皆を見る。03，04 行
目で口々に他の学習者が答えた後，06 行目で少し遅れて L6 も「します .」と答える。07 行目
で T2 が強くその答えに反応すると，L6 を中心に笑いが出る。その後，10 行目で L1 が「アー
ピージ？」と L6 に視線を向けて尋ねる。L1 は，02 行目で T2 とともに賛同者を募っている者
なので，この質問は自然な流れである。11 行目で L6 は小さな声で「hh い゜いえ 」゜と L1 に視
線を向けて答えた後，T2 を見つめる。12 行目で L1 は「 ふ゜：ん 」゜とやはり小さな声で L6 に
向けて反応している。この 10 行目から 12 行目までのやり取りは，L1 と L6 の間だけのものに




　そのやり取りを聞きながら，T2 は 13 行目で L1 に向けて「アーピージってなんなんですか .」
と 10 行目に戻り修復を開始する。T2 には 10 〜 12 行目のやり取りの理解ができていないので
ある。14 行目 L1 は「R.P.G.」とやや区切って発音することで修復をする。T2 は 15 行目「R.P.G 
:.RP(G).ehhhhh え : と ,」と，それが何かの略語であることに気づいたことを示した後で，次に
意味（略語ではない完全な形）を思い出そうとしている。しかし，その時 L1 は T2 の思い出
しに手助けをしない。L6 も T2 に視線を向けて入るものの，首を小さく横に振り，手助けをし
ない。この首振りは自分も分からないという意味にもとれる。であるなら，11 行目の「hh い゜
いえ 」゜が，10 行目 L1「アーピージ？」の質問を十分に理解した上での返答だったのかどう
かに疑問が出てくる。いずれにせよ 15 行目 T2 は自力でロール・プレイング・ゲームという
言葉の略であることに辿り着いている。
　10 行目から 12 行目までのやり取りは，教師から離れた，学習者間のやり取りであった。L1
によって自発的に行われた発話であるため，教師の類推がやはり難しくなっている。教師が理
解出来ない学習者の発話は，誤りを含む可能性がある。そのため，二人だけの会話に T2 は介
入する（13 行目）。「アーピージってなんなんですか .」という 13 行目の発話は，10 行目の T2
にとってのトラブル・ソースに遡っての修復開始であり，それに対して，L1 は 14 行目で「R.P.G.」
とやや区切って発音することで修復する。そこからは，15 行目で略語の完全な形を思い出す
ために時間を要している T2 に対して助けはない。T2 の理解の問題だけであって，L1 の発話
には誤りがないことが示されているともとれる。また，L1 が自発的に始めたやり取りは既に
終わっていてこれ以上継続する気がないことも示されていると言えよう。いずれにせよ，T2
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＜断片６ (Uz3645)＞育児<中級クラス>







　　       ((T1 板書はじめる「うち」))
06　G1：う：ん (.)hhhhh(.)妻がし ,たほうがいい ( 思い [ます )
　　       ((T1 板書「のこと　」　   「つま」 板書をやめる ))
07→T1：　　　　　　　　　　　　　　                       [＞￥ちょっとまった . ￥分かりました＜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                      ((T1 G1の方を振り向く 　     　板書に視線 ))
08　T1：＞どちらでも家事をしてもいい .＜うちのことは妻が , (.)した (.)方が ,
                              　　　　　                                               ((T1 板書「が　した　　方」))
09　T1：＞方大丈夫ね＜ほうがいい．
　　　　　　　　　        ((T1 板書「がいい」))
10　G3： う゜ちのこと゜
11→T1：shhhすみません .家事は？うちのこと [ですね。
12⇒G1：                                                                    [いく↑じ
13⇒G3：いく↑じ , い [く↑じ
　　       （（G3 板書を２度指差しながら））
14　T1：                        [あっ h,い↓くじか ,ごめん .
15　T1：みんなよく分かりますね :. 素゜晴らしい い゜↓くじは ,じゃい↓くじ ,う , 
　　　   （（T1 板書「うちの」を消す））
16　T1：い↓くじ (.)い↓くじ (.),大丈夫 .ちょっと漢字 (.) [(書きます )
17　G7：                   　　　　　　　　　　　                        [いく↑じ
18　T1：い↓くじ (.)はもう : (.)ことですから ,ここ要りません .
　　　  （（T1 板書「いくじ」））
19　T1：い↓くじ (.)は (.)妻 (.)が [ (.)したほうがいい .
　　　  （（T1 「こと」に見消線））
20　G1：                　                        [したほうがいい（と思います）    




うとしている。その後半の部分の説明において，G1 の 02 行目，04 行目の発音が曖昧である。
「いく↑じの：」とアクセントに誤りがあることと，最初の音が少しだけ弱いので「うち」と
も聞こえる。06 行目で G1 は「う：ん (.)hhhhh(.) 妻がし , たほうがいい ( 思います )」とまとめ
るが，T1 は「つま」までで板書をやめる。07 行目で T1 は 06 行目の G1 の発話の最後に重ね
て笑い声で早口に，また G1 の方を振り向き「＞￥ちょっとまった . ￥分かりました＜」と言
うことで，G1 の発話に問題があることを示している。しかし，08 行目，09 行目で，T1 は G1
の発言を最後まで板書し続ける。その T1 が書き取った「うちのことは妻がしたほうがいい」
を見ながら，10 行目で G3 が既に「 う゜ちのこと 」゜と小さな声で発話し T1 への訂正を開始し
ているようにみえるが，T1 はそれに反応はしていない。11 行目で T1 は 07 行目で示していた
問題に立ち戻り修復を開始する。「shhh すみません . 家事は？うちのことですね。」12 行目で，
もともとの 02 行 04 行目の発話者である G1 が 11 行目の後に重ねて「いく↑じ」と訂正する。
13 行目 G3 も「いく↑じ , いく↑じ」と，板書を２度指差しながらはっきりと訂正する。その
途中，14 行目で，T1 は「あっ h, い↓くじか , ごめん .」と訂正を受入れ，自分の誤りを認める。
かつ，正しいアクセントで「い↓くじ」を発話する。さらに，15 行目，16 行目と正しいアク
セントで４回繰り返す。自分（T1）が G1 の発音を聞き取れなかったことを 14 行目で「ごめ
ん」と謝り，15 行目で「みんなよく分かりますね :. 素゜晴らしい 」゜と G1 の発話を理解してい




























離れたやり取りである。初級クラスデータ４例の内，2 例を本稿で詳細に示したが，後の 2 例
のうちの１例もやはり，IRE の連鎖の枠の外の事例であった。中級クラスの例は，IRE の連鎖
























（  ） → 聞き取り困難
（m．n） → m．n 秒の沈黙











＞ ＜ → 発話のスビードが速くなっている
＜ ＞ → 発話のスビードが遅くなっている
（（ ）） → 注記，本稿では非言語行動を記している
＊西阪他（2008）をもとに筆者がまとめた
(1) 本研究は，「日本語の授業における教師と学習者のやり取り：相互行為としての『修復』の観点から」（平
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